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緊張高まる東アジア

―対米牽制で一致する中国と北朝鮮―

堀田幸裕

（霞山会主任研究員／上智大学非常勤講師）

【要約】

米中対立が激化する中で、東アジアの緊張が高まっている。台

湾海峡では、2022 年 8 月のペロシ米下院議長の訪台をめぐって中

国軍が大規模な軍事演習で対抗するなど、その影響は台湾のみなら

ず、日本や韓国にとっても対岸の火事ではなくなっている。東アジ

アにおける米国の関与が大きくなる中で、中国と同じく米国への牽

制という点で一致する北朝鮮とロシアの存在感も増している。コロ

ナ禍で一時的に中国と北朝鮮の経済関係については落ち込んだが、

2019 年の習近平訪朝以降、両国関係はより緊密なものとなってお

り、今後は大規模な経済的支援などが実施される可能性が高い。だ

が、中朝は「同盟」関係にあるとはいえ、日米同盟や米韓同盟のそ

れとは質的にかなり異なる。北朝鮮の核開発については、中国も決

して容認しているわけではない。ゆえに中朝の軍事関係は一定の範

囲に留まると考える。ロシアと北朝鮮の関係については予測が難し

いが、現状はまだ抑制された段階に見える。

キーワード：�中朝関係、中朝友好協力相互援助条約、米中対立、北

朝鮮非核化、東アジアの安全保障
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一　はじめに

2022 年 8 月 2 日深夜、ペロシ米下院議長が米軍輸送機で台湾に

到着し、翌 3 日に蔡英文総統と会見した（中央通訊社 2022）。直

前に行われた米中電話首脳会談では台湾問題をめぐり、習近平国家

主席が「火遊びをすれば、自ら身を滅ぼす（玩火必自焚）」（中國

外交部 2022b）と、バイデン米大統領を強く牽制していた 1。また、

ペロシ氏の台湾訪問スケジュールは事前に公式発表されず、2 日夜

には本当に来訪するのかどうか、台北・松山空港に世界のメディア

の注目が集まるなど、こうした状況下で行われた外遊だった。

ペロシ氏の訪台を受けて、中国側は即座に台湾島を包囲する形の

軍事演習を実施するため、4 日から 7 日にかけて当該海域に航空機

や船舶が立ち入らないよう告知した（新華網 2022）。ペロシ氏訪

台に強い不満を表明する形での対抗措置だ。この演習は 10 日まで

継続され、多数の軍用機や軍艦が台湾海峡の中間線を越えた。そし

て訓練終了後の 11 日になっても、11 機の軍用機が中間線を越えて

台湾側の空域に進入しており（中華民國國防部 2022）、こうした

中国軍の行動の常態化が懸念されている。またこの中国軍による軍

事演習では、日本の EEZ 内に中国軍の発射した弾道ミサイルが 5

発着弾し、台湾海峡の緊張は決して対岸の火事でないことを日本側

も思い知らされた（防衛省 2022）。

10 月に開催された中国共産党第 20 回党大会において、習近平総

書記の 3 期目続投が決定しており、中国の台湾問題に対する強硬な

1	 バイデン大統領は習近平国家主席に、三権分立のアメリカの政治制度の下では大

統領であってもペロシ下院議長を止める権限はないことや、「一つの中国」政策

に変化はないことを説明したが、議論は平行線をたどったとされる（朝日新聞デ

ジタル 2022a）。
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姿勢などに当面大きな変化はないと見られる。そしてアメリカは、

バイデン大統領が「台湾有事なら軍事関与」する決意を明言してお

り（NHK NEWS WEB 2022b）、“ 一つの中国原則 ” は維持しつつ

も現状変更の企てには断固とした態度を取る覚悟を見せている。東

アジアの情勢は今後も緊張の度合いを高めていくだろう。東シナ海

で尖閣問題やガス田開発などをめぐり中国と対立する日本は、日米

同盟の強化を進めている。韓国も、訪韓したペロシ氏とは尹錫悦大

統領が休暇を理由に会見を行わないなど及び腰の姿勢も見え隠れし

たが、文在寅前政権と異なり日米韓の安全保障協力を深めていくと

いう積極性が窺える。

このように軍事的緊張が増す東アジアにおいては、アメリカの関

与がより強化されていく傾向にあるが、一方で中国との連携を深め

ていく可能性があるのがロシアと北朝鮮だ。

6 月、中国海軍のフリゲート艦 1 隻が尖閣諸島の魚釣島南西の接

続水域に入る直前に、ロシア海軍のフリゲート艦 1 隻が同じく尖閣

諸島沖の接続水域に入り航行するという事態があった。中ロ軍艦

による尖閣接続領域での威嚇航行は 6 年ぶりのことである（濱本 

2022, 29）。中ロは明らかに日米と対峙する形で協調した動きを見

せている。だがロシアは目下、ウクライナとの戦闘を継続中であ

り、極東にまで積極的関心を向ける余力はないと考えられるため、

一定範囲の関与に留まるものと思われる。

そしてロシア以上に中国との関係を近年深めている国が北朝鮮

だ。北朝鮮は伝統的な中国の友好国であり、かつ両国は事実上の

「同盟」関係にある。北朝鮮は日本と国交がなく、「拉致・核・

ミサイル」問題をめぐり対立した状況にある。同時に、保守政権で

ある韓国の尹錫悦政権に対しても反発を強めている。また、中国の

「台湾統一」を支持する姿勢から台湾の蔡英文政権とも相容れない
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立場だ。つまり北朝鮮は、日台韓のいずれとも関係が良好とは言い

難い。ゆえに、東アジア地域のアメリカの関与に抵抗する対抗軸と

して中朝両国が関係を強化していくことは、日台韓の安全保障上の

障壁として発展するのではないかという不安も出てこよう。ただ、

結論から言ってしまうと、その影響は限定的と筆者は考えている。

本稿では以下、近年の中朝関係に注目して見ていくとともに、そ

の背景にある対米牽制での一致点と、中朝の軍事的関係を含めて、

それが日本や台湾、韓国にとり本当に脅威となり得るものなのか考

察してみたい。

二　近年の中朝関係－対立から関係強化へと転換

1　中国支持の姿勢を明確にする北朝鮮

ペロシ氏の台湾訪問に関して、北朝鮮は素早い反応を見せてい

る。2022 年 8 月 3 日、「中国の統一偉業遂行を阻害しようとする

米国の企図は挫折を免れないだろう」として、北朝鮮外務省代弁人

が朝鮮中央通信記者に回答する形で以下のように発表している（조

선민주주의인민공화국외무성 2022）。

「現状況は米国の破廉恥な内政干渉行為と意図的な政治軍事的挑

発策動こそ、地域の平和と安全を害する禍根だということを示して

いる。

台湾は中国の不可分の一部であり、台湾問題は中国の内政に属す

る問題だ。

自国の内政に露骨に干渉し、領土保全を破壊しようとする外部勢

力たちの行為に対応措置を取ることは主権国家の当然の権利だ。

われわれは台湾問題に対する外部勢力の干渉行為を糾弾排撃し、

国家主権と領土保全を堅固に守護しようとする中国政府の正当な立
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場を全面的に支持する。

中国の成長強化と統一偉業遂行を阻害しようとする米国の企図は

挫折を免れないだろう。」

中国の台湾政策に対する全面支持の姿勢と合わせて「対応措

置」、すなわち軍事演習の実施についてもこれを当然の権利だとし

て擁護する構えを見せている。ただし北朝鮮が中国のため、どのよ

うに具体的な協力をするのかということは述べられていない。

また同 10 日には、朝鮮労働党中央委員会名義の連帯書簡を中国

共産党中央委員会宛てに送り（조선중앙통신 2022c）、その中では

「中国の強力な抗議と厳粛な警告、国際社会の普遍的な反対にもか

かわらず、公然とほしいままに行われた米国現職高位政客の台湾行

脚を中国の主権と領土保全に対する重大な侵害とし、中国共産党の

権威をダウンさせ、第 20 回党大会の成功裏の開催を妨害しようと

する許すことのできない政治的挑発行為」と指摘している。書簡は

続けて、「米国が 20 世紀 50 年代から持ち出したアジア太平洋安保

戦略が今日、『インド太平洋戦略』に改悪されて、社会主義中国の

成長・強化と祖国統一偉業を妨げるところに基本目標を置いて強行

推進されている」として、「米国が朝中両国の社会主義を孤立、圧

殺する上でこのような常套的な手法を最も集中的に、最も卑劣に適

用している」と批判している。前段は中国に対する支持声明だが、

後段ではこうしたやり方はアメリカが北朝鮮を圧殺するための戦略

としても用いていると非難する流れになっている。

台湾問題のみならず、北朝鮮は 2019 年頃から今回のように中国

が国際社会から批判される局面が生じると、中国支持の声明を出し

ている。たとえば 2019 年 8 月、「逃亡犯条例」改正案をめぐる抗

議運動が激しくなる中、香港ではデモ鎮圧用放水車の投入や警察官

による発砲などで混乱が続いていた。こうした状況に対して朝鮮労
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働党機関紙『労働新聞』は、デモ隊を極端分子として「法に露骨に

挑戦する犯罪行為であり、体制拒否、政権反対を目的とした反国家

的行為である」としつつ、「香港問題は全的に中国の内政に属する

問題であるため、いかなる国や機構、個人もこれに干渉する権利」

はなく、「香港問題は当然、中国の意思と利益に即して解決されな

ければならない」と主張している（조선중앙통신 2019）。中国の

立場を立てつつ、外部からの香港民主化勢力への支援などを牽制す

る内容である。

また 2020 年 7 月、新疆ウイグル自治区におけるサプライチェー

ンが少数民族の強制労働や人権侵害を伴うものかを調査する諮問機

関を立ち上げるとアメリカが発表した際には、『労働新聞』が「新

疆地域の社会経済発展のために」という記事を載せ、新疆では中国

共産党の少数民族政策の下で発展し生活が改善されているとして、

中国の党と政府が「不純な目的を追求する外勢の内政干渉策動を断

固として排撃し、国家の主権と安全、発展利益を堅固に守護してい

こうという決心と意志を表明している」と、やはり中国の新疆政策

に対し支持の姿勢を示すとともに「外勢の干渉」に警鐘を鳴らして

いる（로동신문 2020）。

2　ハノイの苦い経験－対米交渉の挫折を味わった北朝鮮

中国の香港や台湾政策を支持する北朝鮮の声明などには、外勢の

干渉という言い方でアメリカを強く批判する主張がセットで盛り込

まれている。北朝鮮のアメリカに対する不信は朝鮮戦争以来の伝統

的対立構図によるものであるが、2019 年 2 月のハノイ米朝首脳会

談の挫折とも関連すると思われる。この会談で北朝鮮は、寧辺の核

施設解体という部分的な非核化と制裁の一部緩和を引き換えにする
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という、段階的な同時行動原則を求めたものの、アメリカが北朝鮮

の全ての核・ミサイル施設の廃棄というビッグディールを要求した

ため、交渉が成立しなかった。

北朝鮮はハノイ会談において寧辺核施設の解体を提示すること

で、2016 年以降に採択された国連安保理制裁決議 5 件の解除を強

く求めた（日本経済新聞 2019）。すなわち、北朝鮮の外貨獲得手

段を封じる目的で行われている資源輸出、委託加工貿易の制限や労

働者の国外出稼ぎ禁止措置と、それに加えて北朝鮮向けの石油製

品、工業機械類の輸出規制などを撤回しろという主張だ。これら制

裁が北朝鮮の経済活動に大きな打撃となっているという彼らの本音

を覗かせた。その後の米朝関係は 2019 年 10 月にストックホルム

での米朝実務者協議が決裂し、かつての停滞状況に逆戻りしてしま

っている。バイデン政権は北朝鮮の非核化姿勢に変化がないことか

ら協議再開には関心を示さず、両国の外交接触は途絶えたままだ。

3　名指し批判の対立から一転した中朝関係

近年は緊密である中朝関係だが、2013 年 2 月 12 日に北朝鮮が三

回目の核実験を行った頃から、しばらくしっくりしないものとなっ

ていた。この時の核実験に際しては、王毅外交部長が「われわれは

中国の玄関先で揉め事を起こすことを許さない」と発言し、また中

国四大銀行が北朝鮮向け送金業務を停止するなどの措置をとった。

国際協調を進める中国はアメリカの説得もあり、北朝鮮のミサ

イル発射と核実験に対する制裁措置を盛り込んだ国連安保理決議の

採択に拒否権を行使しなかった。そのため、2016 年から 17 年にか

けてさらに制裁条件が積み重なることで、前述したように北朝鮮は

経済的に苦境へと追い込まれていったという経緯がある。そうした
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不満を爆発させる形で北朝鮮は「血で成し遂げた共同の獲得物であ

る貴重な友誼関係もためらわずに投げ捨て」たと暗に中国を非難し

た。また 2017 年 5 月には「朝中関係の柱を切り倒す無謀な言行を

これ以上してはいけない」と中国を名指しで批判する論評を朝鮮中

央通信が伝え、『労働新聞』にもその全文が掲載された 2。海外向け

の通信社配信記事としてだけでなく、北朝鮮国民が目にする『労働

新聞』にも転載したのは、この対中批判が極めて深刻な問題意識だ

として国内でも共有されるよう指導部が判断したからだろう。

こうした中朝関係に転機が訪れるのは 2018 年である。周知の通

り、この年の 6 月にはシンガポールで初の米朝首脳会談が開催され

た。事前の実務者協議が不十分なまま強行されたため、本当に北朝

鮮の非核化に向け意味のある対話となるのか不安視されてはいた

が、史上初の首脳会談というインパクトは大きかった。しかしなが

ら北朝鮮側も決して中国を無視して、アメリカとの関係改善に邁進

したわけではない。2018 年 3 月、金正恩氏は 2012 年に党第一書記

と国防委員会第一委員長というポスト（肩書はいずれも当時）に就

いてから 4 年も経過して初めて中国を訪問し、習近平総書記と首脳

会談を行った。アメリカとの本格的な対話を開始する前に意志の疎

通を図ったと考えられる。ただし、続けて行なわれた同年 5 月の大

連での中朝首脳会談については、それによって北朝鮮の態度が「少

し変わった」として、「少しがっかりした」「気に入らない」とト

ランプ大統領が述べ、米朝首脳会談の延期を仄めかすということが

あった（朝日新聞デジタル 2018）。恐らくこの時は 3 月と異なり、

アメリカの承知しない形で、中国が北朝鮮に何らかのはたらきかけ

2	 この時期の中朝関係の詳細については、堀田（2020）、103～140 ページを参照の

こと。
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を行ったのだと推測される。中国は意図的に、北朝鮮がアメリカと

の関係改善を進める流れに楔を打ち込んで牽制したのではないか。

4　米中貿易摩擦の激化

中朝関係が急転したのは、米中関係をめぐる環境が同時期に変

化しつつあったことも影響していよう。トランプ政権は、2018 年

2 月から 4 月にかけて中国の鉄鋼とアルミへの追加関税や対中追加

関税 1300 品目の追加、そして対中輸入 1000 億ドルへの追加関税

の検討など、矢継ぎ早に対中制裁措置を発表している。中国はこれ

に、米国からの輸入品 128 品目に対する追加関税、米国からの輸

入品 106 品目に対する追加関税候補の発表などで対抗した。米朝首

脳会談に向けた動きの背後で、米中貿易戦争が火蓋を切ったのであ

る。

シンガポールでの米朝首脳会談の後、中国はそれまでの姿勢を

変化させて北朝鮮の非核化そのものに進展がない状態にもかかわら

ず、国連安保理制裁の緩和をロシアとともに主張するようになる。

ロシアも 2014 年のクリミア併合以来、欧米から制裁を受けている

立場であった。そして中ロ朝は歩調を合わせるようにして、2018

年 10 月 10 日に三カ国の共同報道文を出し、北朝鮮が「有意義で実

践的な非核化措置などを取ったことについて注目し、国連安保理事

会が適時に対朝鮮制裁の調節過程を稼動させなければならない必要

性について見解の一致を見た」とする発表を行った（조선중앙통신 

2018）。ここにきて、中国・ロシア・北朝鮮は、それぞれアメリ

カによる理不尽な制裁を受けているという思いを同じくする国同士

で、対米牽制という一致した行動を取ってきたのだ。
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5　習近平国家主席の北朝鮮訪問が関係改善の決め手に

アメリカとの対立が進行している状況下で、中国としては北朝鮮

がアメリカとの関係改善をこれ以上進めて、自陣営を離れていって

しまうことはもはや容認できないことだったろう。しかし、ここで

中国にとって幸いなことは、前述したように 2019 年 2 月の米朝ハ

ノイ会談が「ノーディール」で終わったことだ。それから約 4 カ月

後の 6 月に習近平国家主席は、中国首脳として 14 年ぶりの北朝鮮

訪問を行った。これはそれまでの歴代指導者とは異なり、「友好訪

問」ではなく「国賓訪問」として行われた（新華網 2019）。

訪問中に行なわれた首脳会談で習近平国家主席は、「中国側は

朝鮮側が自身の合理的な安全と発展に関する懸念を解決するため、

力の及ぶ限りの手助けを提供したいと考えている」と発言する（中

國政府網 2019a）。合理的な安全に関する懸念とは、北朝鮮国家の

存続に関わるような安全保障上の脅威を指すと考えられ、これにつ

いては四章で後述する。そして、発展に関する懸念とは国際制裁の

ことを指すとされ、その二つの懸念の解決のために手助けすると言

明したのであった。制裁については、その直後の 6 月 29 日に大阪

で行われた米中首脳会談の席で、習近平国家主席がトランプ大統領

に「アメリカ側が柔軟性をはっきりと示し、朝鮮側と向き合って、

朝鮮に対する制裁を適時緩和することを含め、互いに配慮して解決

するやり方を、対話を通じて見つけ出すよう推進した」とされ、中

国は北朝鮮制裁の緩和をアメリカに直接要求している（中國政府網 

2019b）。

ただし、国連安保理で決議された制裁の緩和については、米中ロ

英仏の安保理常任理事国による全員一致の見解が必要で、中国単独

で決められるものではない。そのため実現可能性は別として、中国

が北朝鮮側の要求に寄り添った対応をしていることを示すための外
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交的ポーズだったと思われる。

制裁緩和を具体化する問題については今後の課題となったもの

の、中朝関係の改善はこの習近平訪朝をきっかけに決定的なものと

なった。100 万トン前後の食糧支援などもこの後に実施された模様

であり（朝日新聞デジタル 2019）、中国の北朝鮮に対する経済協

力が一気に進むかと思われたが、新型コロナウイルス感染症の世界

的拡大という予期せぬ出来事によって足踏み状態となる。

三　中朝経済関係はコロナ禍で停滞

1　北朝鮮による国境の封鎖

表 1　北朝鮮の対外貿易額に占める中国の比率
年 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

％ 89.1 88.3 89.1 90.2 91.3 92.7 94.8 95.8 95.4 88.2 95.6

出典：KOTRA（各年版）。

注：�中国税関が中国から北朝鮮への原油輸出を、2014 年以降は統計に計上していないのに対し

て、KOTRA の統計はパイプラインを用いた原油の輸出は継続されているとみなして推計し

ている。

2019 年の習近平国家主席の訪朝による両国関係の修復により、

制裁で苦境に立つ北朝鮮経済を中国がどのように支援するか注目さ

れたが、それは政治とは別の要因によって阻まれた。2020 年 2 月

以降、北朝鮮は新型コロナウイルス感染症の防疫措置として、国境

を封鎖したのである。この国境封鎖措置により、トラック輸送や人

の往来はストップした。結果として 2020 年の中朝貿易輸出入総額

は 5 億 3905 万 9424 ドルにまで急減し、2019 年比で 80.8％減とな

った。2021 年も輸出入総額は 3 億 1805 万 4916 ドルと振るわず、

2020 年比で 41％減になるなど、回復の兆しは見えなかった。中朝

貿易は 2013 年をピークに緩やかな減少傾向にあり、とりわけ国連

安保理制裁が強化された 2018 年以降の落ち込みが激しい。しかし
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ながら 2020 年と 2021 年の減少幅は過去と比較しても類例がない

規模である。

2020 年 2 月以降の中朝貿易は主として海路を中心に細々と行わ

れている。陸路は中国遼寧省・丹東市と北朝鮮・新義州市を結ぶ国

際貨物列車の運行が 2022 年 1 月 17 日に再開されたのだが、丹東

市でのコロナ感染拡大を受けて 4 月下旬に中断されてしまった（中

國外交部 2022a）。その直後の 5 月 12 日に北朝鮮は朝鮮労働党政

治局会議で「オミクロン変異株 BA.2」の患者が平壌で確認された

として、国家防疫事業を最大非常防疫システムに移行すると発表し

た（조선중앙통신 2022a）。北朝鮮がコロナ感染者の国内発生を認

めたのはこれが初めてである。なおこの事態を受けて、瀋陽空港か

ら北朝鮮の高麗航空輸送機 3 便が医薬品などを積んで平壌に飛行し

たと伝えられ、中国からは迅速に緊急援助が行われたことが確認さ

れている（NHK NEWS WEB 2022a）。こうした中国の対応を見る

と、中朝の貿易停滞はやはりコロナが主要因であることが窺える。

2　貨物列車による陸路貿易再開

中朝間の国際貨物列車の運行はその後 2022 年 9 月 26 日に再び

始まったが（中國外交部 2022c）、コロナで一旦中止されるまでの

1 月から 4 月までの期間に中朝貿易ではどのような取引が行われた

のか。列車での輸送品目のみを抽出することはできないが、全体と

して食品や医薬品、そして工業用目的と見られる資材の割合が比較

的高いことが分かり、北朝鮮で何が不足しているのかが窺える。ま

た 2020 年以降の単月では、2022 年 4 月が 9809 万 5295 ドルと最

も大きい金額となっているが、コロナ前の 2019 年比で見ると最も

低い単月取引額となった 2019 年 2 月の 8898 万 3792 ドルを上回る
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が、2019 年の月別平均額 2 億 1448 万 2471 ドルには遠く及ばない。

やはり貨物列車の運行だけではなく、トラック輸送を利用した陸路

交易が本格的に再開されない限りは、中朝貿易の復調は難しいだろ

う。それは、脱コロナにかかっていると言えるが、北朝鮮は 2022

年 8 月 10 日に開催した全国非常防疫総括会議で、北朝鮮領内に入

った新型コロナウイルスを撲滅したとして、最大非常防疫戦で勝利

を勝ち取ったことを金正恩総書記が宣言している（조선중앙통신 

2022d）。今後は中朝貿易の正常化に向けて、再開した貨物列車の

運行を安定的に継続するとともに、トラック輸送や両国間の人的往

来の速やかな復活にも取り組んでいく可能性が高い。

四　中朝の軍事関係

1　 「同盟」 関係を維持する両国

さて、習近平国家主席が 2019 年 6 月の訪朝で力の及ぶ限りの手

助けを提供すると言及した内容には、経済面での手助けだけではな

く、「合理的な安全に対する懸念」も含まれていたことは先述し

た。それが具体的に何であるのかは公開されていなかったが、2021

年 7 月に中国は、1981 年以降 20 年ごとに更新されている中朝友好

協力相互援助条約（1961 年締結）を 2041 年まで延長した。

この条約が同盟条約であるとみなされるのは、その第二条で北朝

鮮（もしくは中国）が第三者による攻撃を受けた際に、中国（ない

しは北朝鮮）はこれに軍事援助を含めた支援を行うことが明文化さ

れているからだ。つまり、アメリカが北朝鮮に対して軍事的オプシ

ョンを行使すれば中国は北朝鮮を助けるため、米中戦争を覚悟で介

入する必要があるとも解釈できる。ただ、現実には中国がそこまで

のリスクを冒して北朝鮮を支援するかどうかは、ひとえにそれが中
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国の国益とどの程度関わるのかということに尽きるだろう。

たとえば、2006 年 10 月の北朝鮮による最初の核実験の際には、

中国外交部が定例記者会見の場で中朝が同盟関係にあるという表現

を否定しつつ、両国は国際関係準則を基礎に確立された正常な国と

国の関係であると明言している。また、2009 年頃には北朝鮮の二

回目の核実験を受けて、条約の廃棄が指導部でも議論になっていた

ことが知られている 3。北朝鮮の核開発に対する中国の強い危惧がそ

こにはあった。

2010 年 5 月、核実験実施後に初めて行われた中朝首脳会談では、

当時の胡錦濤国家主席から「戦略的意思疎通の強化」という言葉で

金正日総書記は釘を刺されたと見られる。この言葉は今回の条約延

長と同時に出された、習近平国家主席からの中朝友好協力相互援助

条約締結 60 周年祝電にも登場している。

戦略的意思疎通という言葉が何を意味しているのか中朝双方から

はっきりした説明はない。だが、朱建栄は 2001 年の中朝友好協力

相互援助条約更新の際に中国が、「米韓などによる一方的な侵略・

攻撃にはこの条約が適用されるが、ほかのケースに関しては適用さ

れない」旨を伝えたとしている（朱建栄 2022, 30）。つまりアメ

リカによる一方的な北朝鮮攻撃であるなら、それは国境を接する中

国の安全保障上も看過できない事態だ。しかし北朝鮮の不要な挑発

でアメリカの軍事介入を招けば、中国にとっては米中のさらなる対

立を深刻化させるだけであり、マイナスにしかならないという本音

がここには見え隠れする。要するに北朝鮮は中国としっかり情報を

共有するとともに、中国の了解なく徒に緊張を激化させるような行

3	 中朝友好協力相互援助条約の歴史的経緯の詳細と「更新」に関する仮説は、堀田

（2022）、11～23 ページを参照のこと。
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動をとるなら面倒は見ないと念を押したのが、この戦略的意思疎通

の含意なのだと考えられる。ゆえに北朝鮮側も、中国が自分たちに

対して抱いている不信感については認識していよう。

このように捉えると、中朝は条約によって事実上の同盟関係にあ

るものの、それはあくまで北朝鮮の「合理的」な安全保障を担保す

る範囲に限るものということになる。習近平国家主席の 2019 年訪

朝時の発言の趣旨は、そうした中国側の基本的な考えを前提に、2

年後に迫った条約の更新（延長）を持ちかけて北朝鮮の信頼を勝ち

取ると同時に、引き続き朝鮮半島における中国の関与を明確にする

ことで、アメリカを牽制する意図を持たせるものだったのだろう。

2　中国の北朝鮮への軍事協力

中国が北朝鮮にどれだけの軍事的な支援や協力を行っているの

か。朝鮮戦争の停戦以降についてはほとんど内容が明らかになっ

ていない。表 2 は、中国の研究書に掲載されていた改革開放以降

2011 年までの中朝軍事交流に関する部分をすべて訳出したものだ

が、これ以外にも明らかにされていないものも多いと思われる。

具体的な軍事支援としては、1971 年 9 月 6 日に調印された「中

国が朝鮮に無償で軍事援助を提供することに関する協定」により、

中国が北朝鮮に 6 億人民元の無償軍事援助と無利息の借款 7.14

億元を行ったという内容が僅かに知られている（楊昭全、孫豔姝 

2013, 558）。しかしながら北朝鮮の核開発については、少なくと

も直接的な支援があったことを証明する情報は殆どない。2012 年

4 月、平壌で行われた軍事パレードで初公開された、弾道ミサイル

を運搬する朝鮮人民軍の大型特殊車両が中国製であったことに注目

が集まった。しかし、中国企業の輸出管理が杜撰だったことを示す
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状況証拠もあり、政府レベルで行われた支援とする確証は持てない

ものだ（堀田 2014, 8）。また毛沢東は、金日成に北朝鮮が核開発

を行うことに対して反対の姿勢を伝えていたともされている（太永

浩 2019, 39-40）。

中国と北朝鮮は、前述したとおり事実上の同盟関係にあるもの

の、これまで一度も合同で軍事演習などを実施したことが知られて

いない。軍事介入条項に従えば、中朝両軍による共同軍事作戦の必

要もあるかと思うが、それに対する備えが一切なされていないのが

実情である。そのためテクニカルな面でも、両軍が共同で軍事行動

を行うのは現実的に難しいのではないかと考えられる。たとえ中朝

が米国への対抗で同盟関係を強固にしていくとして、日米同盟や米

韓同盟のような定期的に合同演習を続けてきた練度の高い段階へ昇

華させるまでには、相当な時間を要するだろう。また、そもそも北

朝鮮のような自主性を重んじる国家が、中国との軍事協力を発展さ

せて同盟をより高い次元へ強化しようとしていくのかについても、

疑問の余地がある。

表 2　中国・改革開放以降の対北朝鮮軍事外交
1979 年 6 月 中国軍事博物館長の劉漢率いる考察組が朝鮮へ出国

1980 年 5 月 20 日 中央軍事委員会副主席、国務院副総理兼国防部長の徐

向前が朝鮮人民軍友好参観団と会見

1980 年 5 月 30 日 中国人民解放軍新聞代表団が朝鮮訪問

1980 年 6 月 8 日 中央軍事委員会主席の華国鋒が朝鮮人民軍友好参観団

と会見

1980 年 10 月 24 日 王平が代表団を率いて平壌で中国人民志願軍参戦 30 周

年記念活動に参加

1982 年 6 月 14 日 国防部長の耿飈が代表団を率いて朝鮮を訪問
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1982 年 9 月 28 日 国防部が朝鮮人民軍政工代表団を歓迎する宴会を設け

る

1982 年 10 月 11 日 韓先楚を団長とする元中国人民志願軍代表団が朝鮮訪

問

1983 年 7 月 22 日 洪学智を団長とする中国人民友好代表団が平壌に出

発、朝鮮祖国解放戦争勝利 30 周年慶祝活動に参加

1985 年 6 月 4 日 総参謀部の招待による、朝鮮軍事停戦委員会人民軍友

好参観団が中国訪問

1985 年 10 月 17 日 元志願軍代表団と元志願軍英雄代表団が朝鮮訪問

1985 年 10 月 21 日 志願軍烈士家族代表団が朝鮮を訪問し志願軍参戦 35 周

年記念活動に参加

1986 年 8 月 18 日 北京軍区司令員秦基偉が朝鮮を訪問

1988 年 4 月 16 日 広州軍区政治委員の張仲先を団長とする中国人民解放

軍友好参観団が朝鮮を訪問

1988 年 5 月 16 日 国防部長の秦基偉が朝鮮政府軍事代表団を歓迎する宴

会を設ける

1989 年 3 月 1 日 中国人解放軍外事代表団が招待を受け朝鮮を訪問

1989 年 8 月 25 日 遅浩田総参謀長が人民大会堂で朝鮮人民軍総参謀長が

率いる朝鮮軍事代表団を招宴する

1989 年 10 月 2 日 中央軍事委員会副秘書長の劉華清が率いる中国軍事代

表団が朝鮮友好訪問を実施

1989 年 10 月 10 日 朝鮮中央人民委員会が中国軍事代表団の団長である劉

華清上将に一級国旗勲章を授与

1989 年 12 月 14 日 総政治部主任の楊白氷が朝鮮人民軍政工代表団と会見

1990 年 8 月 22 日 国防部長の秦基偉が率いる中国軍事友好代表団が朝鮮

友好訪問を実施

1992 年 6 月 3 日 中央軍事委員会秘書長、総政治部主任の楊白氷が招待

され朝鮮訪問

1993 年 11 月 22 日 国防部長の遅浩田が朝鮮人民軍友好参観団と会見

1994 年 6 月 6 日 総参謀長の張万年が朝鮮人民軍総参謀長の崔光が率い

る朝鮮軍事代表団と会見
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1994 年 10 月 24 日 軍事委員会の指導者である遅浩田と張万年がそれぞれ

朝鮮人民軍友好参観団と会見

1994 年 12 月 15 日 朝鮮軍事停戦委員会に派遣され駐在していた朝中側の

中国人民志願軍代表団が帰任する

1995 年 9 月 20-27
日

中国人民解放軍軍事科学院政治委員の張工中将が率い

る友好参観団が朝鮮に対する友好訪問を実施

1995 年 10 月

21-28 日

中国人民解放軍広州軍区政治委員の史玉孝上将が率い

る元志願軍代表団一行が朝鮮で志願軍参戦 45 周年の記

念活動に参加

1996年5月28日-6
月 5 日

朝鮮人民武装力量部副部長の鄭昌烈上将が率いる朝鮮

人民軍友好参観団が中国への正式友好訪問を実施

1996 年 7 月 10-14
日

中国人民解放軍海軍北海艦隊司令員の王継英中将が率

いる 112 号と 118 号駆逐艦及び将兵 610 人で組織され

る艦隊編隊、招待により朝鮮友好訪問を実施、合わせ

て「中朝友好協力相互援助条約」調印 35 周年記念活動

に参加

1997 年 6 月 10-17
日

朝鮮人民軍副総参謀長の李奉竹中将が率いる朝鮮軍事

友好参観団が中国への正式友好訪問を実施

1997 年 10 月

14-22 日

中国人民解放軍総後勤部政治委員の周坤仁中将が率い

る軍事友好参観団が朝鮮への友好訪問実施

1998年5月26日-6
月 1 日

朝鮮人民軍総政治局副局長の池永春中将が率いる友好

参観団一行が中国への友好訪問実施

1998 年 8 月 3-7 日 副総参謀長の熊光楷中将一行が朝鮮への友好訪問を実

施

1998 年 10 月

16-22 日

北京軍区政治委員杜鉄環中将が率いる中国人民解放軍

友好参観団一行が朝鮮への友好訪問を実施

1999 年 6 月 15-23
日

瀋陽軍区副司令員の葛振峰中将が率いる中国人民解放

軍瀋陽軍区代表団が朝鮮への友好訪問実施

1999 年 7 月 13-20
日

朝鮮人民武力省副相の呂春石上将が率いる朝鮮人民軍

友好参観団一行が中国への友好訪問実施

1999 年 10 月

16-23 日

成都軍区司令員の廖錫竜中将が率いる中国人民解放軍

友好参観団一行が朝鮮への友好訪問を実施
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2000 年 10 月 22 日 中央軍事委員会副主席の遅浩田上将が率いる代表団一

行が朝鮮で志願軍参戦 50 周年記念活動に参加

2001 年 2 月 27 日 空軍司令員の劉順堯上将が率いる代表団が朝鮮訪問

2003 年 4 月 22 日 朝鮮国防委員会第一副委員長、人民軍総政治局長の趙

明禄が訪中

2003 年 8 月 18-22
日

中共中央書記処書記、中央軍事委員会委員、総政治部

主任の徐才厚上将が朝鮮訪問

2003 年 11 月

18-22 日

朝鮮人民武装力量部副部長の李泰日が率いる代表団が

訪中

2004 年 中国軍隊が朝鮮で緊急人道援助に参加

2004 年 4 月 19 日 朝鮮労働党総書記の金正日が中国への非公式訪問を実

施

2010 年 8 月 26-30
日

金正日が中国への非公式訪問を実施、合わせて吉林

省、黒竜江省を参観視察

2010 年 10 月 23 日 中央軍事委員会副主席の郭伯雄上将が率いる中華人民

共和国高級軍事代表団が朝鮮で、志願軍参戦 60 周年記

念活動に参加、合わせて朝鮮への正式友好訪問を実施

2011 年 7 月 7 日 総政治部副主任の賈廷安が北京で中国を訪問した朝鮮

人民軍青年軍官代表団と会見

2011 年 8 月 4 日 「鄭和」号遠洋訓練艦と「洛陽」号ミサイルフリゲー

ト艦で組織される海軍訓練艦編隊が、編隊指揮員で北

海艦隊司令員田中中将の指揮のもと朝鮮民主主義人民

共和国元山市に到着、4 日間の友好訪問開始

2011 年 8 月 26 日 国務委員兼国防部長の梁光烈が朝鮮人民武力部後方総

局長の全昌福を団長とする朝鮮人民軍後勤代表団と会

見

出典：張芳（2014）。

注：�張芳（2014）に掲載された「新中国成立以来中国軍事外交要事記（1949-2013）」より、

1979 年以降の中朝関係項目を訳出。人物の肩書や固有名詞表記は原文ママとした。金正日

訪中のうちなぜ 2 件だけが取り上げられているのかは不明。
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五　�おわりに－中朝ロの連携強化も周辺国への影響は

限定的か

以上、近年関係を強化している中国と北朝鮮の動きについて述べ

た。北朝鮮が核実験を重ねることで両国関係は 2013 年から目に見

えて悪くなり、北朝鮮が公然と中国批判をするに至った。しかし、

トランプ政権時に米朝の非核化協議が唐突に再開されると中国は焦

燥感を露わにし、北朝鮮との関係復活を試みたのだろう。それはち

ょうど、米中関係が貿易摩擦の激化によって対立を深めるタイミン

グと重なっており、また米朝協議が 2019 年 2 月のハノイ会談のノ

ーディールで挫折したことも、中国としては都合の良い展開となっ

た。

そして北朝鮮が求める国連安保理による制裁緩和という主張に

耳を傾けることで信頼を得て、習近平国家主席は中国の首脳として

14 年ぶりの訪朝を実現した。続いて北朝鮮の安全保障上の懸念を

担保するという名目で、一時は存続が危ぶまれていた中朝友好協力

相互援助条約の更新延長も決断する。こうした両国の関係深化は、

中国の主張に与しつつ北朝鮮が足並みを揃えて日台韓の軍事的な対

抗軸として浮上し、東アジアのさらなる緊張につながるのではない

かという不安を周辺国に抱かせるものでもあった。

米中対立、さらにはウクライナ戦争を経て、中国、ロシアそし

て北朝鮮は共同で米国への対抗姿勢を鮮明にしている。国連安保理

はウクライナ戦争以降のロシアによる拒否権の乱発により、機能不

全に陥っている状況と言っても過言ではない。北朝鮮はその隙を窺

って 2022 年 10 月 4 日に中距離弾道ミサイル（IRBM）の発射実験

を行ったが、国連安保理では中ロの反対で非難声明も出せなかった

（朝日新聞デジタル 2022b）。また 11 月 18 日に北朝鮮は、新型大
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陸間弾道ミサイル（ICBM）だとする「火星砲－17 型」の発射実験

にも踏み切った。これを受けて招集された国連安保理の緊急会合で

は、議長声明を出して北朝鮮を非難するよう求めるアメリカに対し

て、中国とロシアはアメリカが朝鮮半島周辺での緊張緩和をすべき

と主張。安保理として一致した行動を取ることはやはりできなかっ

た（NHK NEWS WEB 2022c）。これは、北朝鮮制裁の緩和をめぐ

って 2018 年以来続けられてきた「米英仏」 対 「中ロ」という国連

安保理での駆け引きが、今後も固定化することを意味する。ただし

これは新たな制裁が追加されないかわりに、現状の制裁もそのまま

になるわけであり、北朝鮮として本当は望ましい形ではない。

中国とは、コロナの影響で止まっていた経済支援がこれから本格

的に進められていくかもしれないが、北朝鮮とロシアの関係がどれ

だけ強化されていくかは未知数だ。北朝鮮は 7 月 13 日に、「ドネ

ツク人民共和国」と「ルガンスク人民共和国」を独立国家として承

認して親ロシア姿勢を示してみせたが（조선중앙통신 2022b）、即

日ウクライナから断交されている。また北朝鮮とロシアは、朝鮮半

島の解放記念日の 8 月 15 日に相互に祝電を送り、金正恩総書記は

「こんにち、敵対勢力たちの軍事的威嚇と挑発、強権と専横を粉砕

するための共同の戦線で両国間の戦略・戦術的協同と支持・連帯は

新たな高い段階に上がっている」（조선중앙통신 2022e）とし、プ

ーチン大統領はロ朝両国が「共同の努力によって総合的かつ建設的

な双務関係を引き続き拡大していく」（조선중앙통신 2022f）と、

お互いに積極的に両国関係を発展させていくことを誓い合った。し

かし一方で、9 月 6 日にアメリカ国家安全保障会議（NSC）のカー

ビー戦略広報調整官が、北朝鮮にロシアが弾薬の調達について申し

入れをしたと発表を行うと（日本経済新聞 2022）、北朝鮮は 9 月

21 日に国防省装備総局副総局長名義の談話で「われわれは、これ
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までロシアに武器や弾薬を輸出したことがなく、今後もそのように

する計画がない」と完全否定した（조선중앙통신 2022g）。北朝鮮

がこのような反応を示すのは珍しく、ロシアとの関係強化の態度は

見せつつも、米国との決定的な対立は避けたいという意向があると

捉えることもできるとする見方もある（福田 2022）。ともあれ、

ロシアと北朝鮮との軍事協力の可能性については、現段階ではどの

ような形となるか予断を許さないが、今後の進展に要注目だ。

中国と北朝鮮の軍事的連携についてもすでに見たように、中朝は

事実上の同盟関係にあるとは言ってもそれは日米同盟や米韓同盟と

は質的にかなり異なるものであって、北朝鮮の体制を保障するため

の最低限の保険のようなものである。むしろそれがあるために、北

朝鮮に無用な軍事挑発を引き起こすことがないよう中国が睨みを利

かせるという効果の方が大きいかもしれない。

ゆえに中国と北朝鮮が関係を深めたところで、現在の東アジアの

安全保障環境には局面を大きく変えるほどのインパクトはもたらさ

ない可能性が高い。軍事的観点からは、北朝鮮が中国の意向も完全

に無視する形で、核実験を繰り返し弾道ミサイルの発射実験を行っ

ていた 2016 年から 2017 年当時の状況の方が、不確実性という点

ではより危機的であったと言えるのではないか。

今後、北朝鮮が核実験の再開に踏み切った時、中国がどのよう

な反応を示すのか注目点ではあるが、核兵器不拡散条約（NPT）体

制の中にあって北朝鮮の非核化（中国は「朝鮮半島の非核化」と表

現）そのものには反対の姿勢を貫いてきたこれまでの方針を変えて

までそれを擁護することは難しいだろう。米国に対抗するという点

では中朝の姿勢は一致しているものの、北朝鮮の核開発の進展自体

は中国にとっては悩ましい問題であるのは変わらない。そのため、
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中朝の軍事的関係の進展には、今後も一定の歯止めがかけられるの

ではないかと考える。

（寄稿：2022 年 8 月 15 日、採用：2022 年 11 月 30 日）



問題と研究� 第 51 巻 4 号

－100－

緊張情勢升高的東亞

─在牽制美國上步調一致的中國與北韓─

堀田幸裕

（霞山會主任研究員／上智大學非常勤講師）

【摘要】

在美中對立局勢加劇的情況下，東亞的緊張情勢逐步升高。

2022 年 8 月，隨著美國眾議院議長裴洛西訪台，中國軍隊在台灣海

峽實施大規模軍事演習對抗等措施，影響所及不只是台灣，日本和韓

國也不能再作壁上觀。在美國加深涉足東亞事務之際，與中國站在同

一陣線，牽制美國的北韓與俄羅斯的存在感日益提升。因新冠肺炎

爆發，中朝雙邊經濟關係一度低迷，但在 2019 年習近平訪問北韓以

來，中朝兩國關係顯然更加緊密，中國今後提供北韓大規模經濟援助

的可能性很高。然而，中朝之間雖說是「同盟」關係，但其本質與日

美同盟、美韓同盟有根本上的不同。對於北韓在核武開發上的作為，

中國的態度並非欣然承認。本文認為，中朝的軍事同盟關係僅侷限在

一定範圍內。至於俄羅斯與北韓的關係，以現狀而言仍處於克制的階

段。

關鍵字： 中朝關係、中朝友好合作互助條約、美中對立、北韓非核

化、東亞安全保障
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Rising Tensions in East Asia:  
Synchronized Paths of China and North 

Korea in Containing the U.S.

Yukihiro Hotta
Senior Researcher, The Kazankai Foundation/Part-time Lecturer,  

Sophia University

【Abstract】

Tensions are rising in East Asia amid heightened U.S.-China 
tensions. In August 2022, with the U.S. House of Representatives 
Speaker Pelosi’s visit to Taiwan, Chinese forces implemented large-
scale military exercises and demonstrated countermeasures in the 
Taiwan Strait. It influences not only Taiwan, but also Japan and on 
South Korea. While the U.S. has been deepening its involvement 
in East Asian affairs, North Korea and Russia, which stand on the 
same side as China, are increasingly aware of their presence in U,S.-
containment. Due to the outbreak of COVID-19, the bilateral economic 
relations between China and North Korea were once sluggish; however, 
due to Xi Jinping’s visit to North Korea in 2019, the relations between 
China and North Korea have become closer. The possibility of China’s 
providing large-scale economic assistance to North Korea in the future 
is very high. Although the relationship between China and North 
Korea is an “alliance,” its essence is fundamentally different from 
those of Japan-U.S. and the U.S.-South Korea alliances. China does 
not readily acknowledge North Korea’s actions in developing nuclear 
weapons. This paper argues that the military alliance between China 
and North Korea is limited to a certain range. As for the relationship 
between Russia and North Korea, it is now still in a stage of restraint.
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